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飯田市中心市街地における商業機能の変容
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I はじめに

日本の地方都市における中心市街地の空il可化

が1~:ll 題視されて久しい.仁|二1心市街地の空洞化は，

1990年代以降の大規模小売j吉舗法の運用緩和，小

売チェーン j吉~HIlの成長，ロードサイド型大型小売

j苫舗の集積などによって説明される.こうした問

題に対してこ|二l心rllll'i:Jili活性化法を含む「まちづ

くり 3法jが1998i:1三に施行されたが，中心市街地

の再生には寄与しなかったとの批=FIJも見られた

( U-I ) 11， 2007). 2006年には現行の制度を見直し fl干i

心市街地の衰退のみならず， 自動車を運転しない

高齢者等の利便性の低下や環境負荷の増大，後追

いI:I守なインフラの整備・維持管理コストの増大，

各種公共的サービスの効率性の低下などの問題J1) 

の解決を !3指して 「改正まちづくり 3法Jが施

行された 経済地理学会東北支部がフォーラムを

行うなと¥地理学者の関心を集めた(経済地理学

会東北支部， 2007) しかし，これらの中心市街地

活性化政策が.既存の商業集積地の衰退を阻止し

たとは言い難い.

以上のような状況の下，近年では地方都市の 1=1=1

心市街地における商業機能の衰退への対応，再生

への取り組み，再生への可能性などを論じた研究

が蓄積されている.たとえば111)11(2004) は， 1lul 

j苫の商J~~~1ij:が生き残るためには地元住民と結びつ

いて地域活性化を図ることが重要であることを指

摘した また， J;日ili経営者の仲間組織に着目した

安倉 (2007) は，今治mの1lj]1埼組織を事例に， 1+1 

心商j苫街の再生への取り紛争みを検討した.安合は，

既存のi溜j苫街組織とは独立して人的資源を前提に

組織され，柔軟な運営を行っている点でこの111111，1]

組織を評価しているが 中心商j百街のまちづくり

に向けた外部組織との:連携は図られていないとも

指摘している.こうした研究の蓄積は， 1.1:1心市桂j

j自の活性fヒには個々の J;1~ f;iIì経常のみならず， )，tirHIi 

経営者同士あるいは IT~i J苫街と地域とのあ!;びつきな

と\集 i王!としての結束が必~であるが，その迷成

は容易ではないことを示していると忠われる.ま

た，フードデザートを取り上げた研究も看過でき

ない 「買い物難民Jの研究は，箸本 (2011) に

よれば，効率を追求する流通資本と，衰退が進む

既存商業集積の狭間でクローズアップされた課題

である.岩間ら (2009) による研究成果はこ1:1心

市街地における既存商}苫の活性化は生鮮食料品の

みならず高齢者による買い物行動の促進につなが

ることを示唆している

以上のような流れを受けて 本稿では，地方都

市の中心市街地における商業機能の変容を踏ま

え，それに対して個々のj苫舗がどのような経営で

対応してきたかを明らかにし，中心市経;地におけ

る商業機能の維持の可能性を検討する 対象とし

たのは，長野県飯田市である 飯田市は，長野県

南部の伊那盆地に位置する，下伊那地方のi二1:1心都



市である 飯田市の中心市街地は，成田山新勝寺

門前に発生した践活街のように集客力のある観光

資源を持たず，また大都市の中心市街地のように

商j苫街が商業機能の優位性を保持しているわけで

もない.いわゆる空洞化が問題視される地方都市

の中心市街地の事例に当てはまる

飯田市の南東部は静同県に接し南西部は愛知

県，岐阜県との県境も近い(第 l図) 天竜)11の

支流である松)11および野底川の合流地点に市街地

が形成されており 近世期には飯田藩の城下IHJと

して整備された.また 中山道から三河に通じる

伊那街道が市街地を通っており，近世期には 1=1:1馬

稼ぎによって様々な物資が中継された • 1876 (明

治 9)年調べの「県町村誌jによれば，戸数1.865で，

うち寺社は15，民業には「男 専ら商法をJ，j、て生

活を営む女専ら縫 紡養蚕を勉むJと記され，

物産には，蚕卵紙588枚，鶴150貰6001ヨ，桑585頁，

梨65，000粒，清酒3，009石，生糸213寅1001ヨ，元結

612.216丸，水引17，900把などが挙げられている(長

野県編， 1973). 近代において飯田は，下伊那地

方の商業の中心であっただけでなく，製紙業も盛

んであったことがうかがえる. 1875 (明治 8)年

には，城下町と武家地の範囲をJ，j、て飯田町が成立

し， 1937 (昭和12)年に上飯田i可と合併して飯田

市となった 1923(大正12)年には伊那電気鉄道

が開通して飯田駅，桜1I1J!;択が設置され，集客留が

広j或イヒした

本稿で対象とする飯田市の中心市街地は，第 l

図に示した飯田駅前から飯田城に続く格子状の道

路沿いに形成されている.本稿では，中心市街地

に形成された臨j苫街のうち，商業機能を有する知

久IIlJ1了 iヨ，銀座 l了目，銀座 2丁自を分析対象

とした.女[]久IIlJ1了 iヨは，近世期のIl可人地として

整備されたUlJである 一方，銀座 1了自および2

丁目は，飯田城の堀端であったが，近代に入って

埋め立てられ形成された碕庖街である.近年では

銀座 3了目および毘辺の本111]ーに商業施設と高齢者

向けマンションを兼ね備えた再開発ピルが建設さ

れ，人口構造の変化が見込まれる

本稿の研究手)11夏は， まず立章で飯田市iヤ心市街
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地のi器業の展開を1970年代の前後に分けて提示

し.m章では1970年. 1990年. 2012年の 3時点に

おける対象地域の業種構成の変化を検討する.N

章では商j苫街ごとの特徴と各応舗の経営形態を述

べ，ここで得られた知見から V章で中心市街地

における商業機能の維持の糸口を検討する

E 飯田市中心市街地における商業の展開

n -1 1970年までの商業環境

飯田の中心市街地は，近世Jmに飯田城の城下町

として形成された 飯田城下IIITは181H]ーから成り，

谷川に架かる長ÝI~I橋を境に. 1590年代に整備され

た西部碁盤白状の橋南1311汀，すなわち松尾110'1~ 

3了目，番匠IllT.池田町.133IIlT (現，通り 11可1

~3 丁目).本 IIlT 1 ~3 丁目，知久IIlT 1 ~ 3了目，

松尾IIlT3丁目から知久IllJ3丁自にかけての大横IIlT

と. 1645~ 1648 (正保 2~ 5)年に伊那街道沿い

に整備された北西部の橋北 5111T. すなわち伝馬IIIJ・

1~2 丁目，桜II!J 1 ~3 了白から構成されていた

(1角川日本地名大辞典j編纂委員会編. 1990) 

明治維新後は城内の建物は売却あるいは取り壊さ

れ，堀もj臨められた. 1985 (明治 8)年には. IEl 

城下町の1811可と!日武家地の江戸町，イ'11ノIll]¥ 馬場

11IJ¥ 北主税町，主税町，追手11汀，常盤町，扇町，

荒11可(現，仁ド央通り).梅高小路(現，通り問T4丁自).

殿UlTを範IHIとして飯田11fJが成立した.明治中頃に

は，埋め立てられた堀端に広小路商広街が形成さ

れ，飯田町の繁華街となった.広小路は1931(昭

和 6)年頃から通称地名として銀座と称されるよ

うになり，銀極通りの隆盛がうかがえる 2)

第 21z1に， 1930 (昭和 5)年発行の「飯田市街

商工業案内IzlJに描かれた街路を示した. また，

i司11寺JVJ頃の発行と推定される「飯田市街商工業者

案内Jには， 1:1=1心市街地を構成する661l!Tの11可ごと

に賄工業者のj苫告m名が1，449}苫記されている. こ

のうち，知久I1IT1 丁目と広小路通り(現，銀座通

り)のj苫舗を第 l表と第 2表に示した. これによ

れば，知久IHT1丁目では，通りの北側に18}苫，南

側に17自，合計35}苫の広告mが林立していることが

-3-

わかる 知久11汀1了 13で最も多いのは洋品j苫で、5

J苫，次いで呉服j苫が3活である.知久IllJ1了目は，

衣服の関連品を取扱う};g舗が多いことが特徴とし

て挙げられ，この他に下駄，シャツ，革ft，足袋，

太物，古藩などを扱う j苫舗が見られる. また，商

工会議所や百十七銀行が誼かれていた

一方，広小路通りは 通りの東側に44応，西側

に 52}苫，合計96}~5の j苫舗がある その構j戎を見る

と広小路通りで最も多いのは飲食活で、ll}苫あり，

その多くが現在の銀座 5了自付近に立地してい

る これは，寄席が講演されていた若松践に近い

ためと考えられる. この他，呉mU;g8m. 11寺言t}~~~

7m.菓子j苫6}苫，靴j苫5J苫，本j塁4}~5. 薬 j苫 4

j苫がこれに次く¥飲食料品を取扱う j苫舗としては，

茶);5.菓子};g.青物j苫，海産物j苫湾問などがあ

り，服飾品を取扱う};弘前としては，呉服}~5.洋;

j応苫， )f持昨iドミ物j庖苫， 輯靴tJ苫などがある i時i時寺雪計計I'}活苫は通りの臨

官領側!開1のみに立i地也している. こうした街活街の構成か

ら，広小路通りで、は生活必需品を黛い揃えること

ができたと考えられる.この他，サービス業とし

て理髪j苫も現在の銀盛 1丁目に l}吉見られる ま

たタクシ一会社が2社と入力立場が誼かれ，交通

の結節点であったことも特{投である

第二次世界大戦後になると， 1947年 4PJに飯

田市常盤II!Tから発生した火災により. 4，010世帯，

17.771人が催災した(飯田消均史編纂委員会編，

1981) .この火災によって市街地の約70%が焼失

あるいは消火活動により破壊された のちに臼夏

欧之介が「その昔小京都と云はれし飯田のIllTは昭

和22年の大火により 大方を焼失し一変して近代

都市となり，今は昔のおもカか、げをとどめずず、.J (ω 
林編.1965)と記している.1947年の大火を契機に，

1953年には裏界線(りかいせん)と呼ばれる通路

や(写真 1)， リンゴ並木のような避難-消化の

ための劫火帯を設置するなと"iii街地の整備がなさ

れた裏界線，リンゴ並木のような通路は，現在

の飯田市中心市街地の景観を構成する要素となっ

ている



第 21玄I 1昭和初期における飯田市街地の街路構成

(1930年発行 if坂EElilJihit詰工業案内1:;g!J(角13:1俊寅氏提供)より作成)

II -2 1970年代以降の商業環境の変容

1 )飯田市全体における商業環境の変容

1970年代，飯田市中心市街地の商業環境を変化

させた安 I~I のーっとして， 1975王4年iド三の仁i

の開通 (ω/J小jト、叶4牧牧女女幻‘:]CT~.!伊手拘5竹ク-根IC I問2品笥;丹]) が挙げられる

-4-

1974年には，飯田駅前にユニー(現，ピアゴ) (写

真 2)， I宇央通り 3丁目に西友 0995年， I現)苔)

が相次いで I~月 j苫し， 19751':1三には飯田ICから市街

地を迂回する国道153号飯田バイパス(通称，アッ

プルロード)が敷かれた.また，仁1=1央自動車道の



第 1表 i昭和初期における知久IHT1 了自の庖告iIi構成

北側

伊賀屋下!駄J~s
紙文茶支J;s(茶)

!こ野j呈呉服j苫

II-l-J盤的器j;5
吉)1 1}室戸(::I!I'T:IJ~S

丸中ノトi詞物j苫

松乃i重i茶j;5
矢沢シャツj苫

スター洋服j苫

キ11I沢黄金属j苫

大地呉J Jlih~~
市{喬革1th~~
宮沢ラジヲ部会

久保屋足袋応

松!監洋品jiE
N，ilJ京家具hS
J首 111 太物倒JJ~~~
小島吉若j;5

南側

電気企業指会

犬塚家具j苫

伏見屋洋IW1J;1:~
伏見屋小間物jiE
色 133屋断J~s (紙類・令・雑貨)

宮内文具応

飯 111商工会議所

百十七銀行

ト字屋商j苫(運動靴)

山岸屋商J;s(ズボン・メリヤス)

太問下駄目J
津村j室呉服J~s
架屋洋品j;17

133口日 i徐j古

宮)11紙!;5
青島蚕具J~s
林義二高j苫(足袋・綿布・ぷ~IÌ沙製品)

a)表1:1:1括弧r;lヲは，イF.不詳 rf坂EElilii1=i商工業者案内jをも

とに取扱商品を示した

(1930年発行「飯田市街商工業者案内I;g-U(角EEI俊寅氏提供)

より作成)

写真 1 裏界線

1947年の飯田大火を教訓に，避難路として各家が家

の裳側の土地を 1mずつ提供して整備された

(2012:f1三5月金撮影)

開通とバイパスの設置を見越して，天竜)11とJR

下山村!択の!日]に位置する松尾上溝地主主に196911三か

ら卸売j型地が建設され 本IIIJや松尾11汀のj苫舗が移

転した(下伊那教育会編. 1994) 以上を念頭に，

飯田市全体における1970年以降の臨業環境の変容

について述べる

第2表 l昭和初期における賢小路通り(現，銀座

通り)のj苫告m構成

現在
了名

E 松永理髪m
義写11lJ高J22
松泉堂茶j苫

榔屋綿糸j苫

a古)111室呉服j苫

銀|遠州屋11*物j苫
J~11 ::=1滝沢靴J7s
了 l 情71<小 I~~J物j苫
目i沌自転車j苫

蜂谷荒物J;li'
井上呉服応

東側 l
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写真 2 飯田駅前の商業施設， ピアゴ

1974年，中央通り 1丁目の西友とほぼi可H寺期に飯田

駅前に!?引苫し飯El3ili中心市街地の中心性をより高め

た 関j苫当時の名称はユニー飯田駅前j苫

(2012年 5月 渡迭撮影)

第3区iに飯田市における小売応部i数と小売業年

間商品販売額の推移を示した このうち小売j苫舗

数は高度経済成長期の1966年から1，500広告mほど

でほぼ1黄ぱいに者五移していた. ピークはノてブル期

の1985年の1669忠告iliであったが，この年を境に

緩やかな減少傾向に転じた 2007年では1，268)~5

舗と， 1985年の75% となっている.年間 it.fîll~販売

額は1960年代から一貫して増加傾向にあったが，

1997年の1，556億円をピークにその後は減少して

いる. 2007年は1，374億円であった.

第41-mは飯田市における小売業売場面積と小売

業 1脂綿あたりの売場面積の推移を示したもので

ある. 1964主i三から2000年代初頭までj苫舗数がほぼ

横ばいから減少しているのに対して，売場面積は

増加傾向が顕著であった これは，後述するよう

に，飯田市の郊外地域における大規模小売脂綿(以

下，大型応)の出j苫が1970年代半ばから徐々に増

加し飯田市全体の小売業売場面積を押し広げて

きたためと考えられる.また1976年は， 1974年に

中心市街地にユニーと西友の大型j苫2)~~~舗が関庖

したことが，小売業売場面積を上昇させた原因と

考えられる しかしながら， 2000年代に入ると小

売業売場部積の伸び率が落ち 2007年には，バブ

ル経済の崩壊以降初めて減少した.一方， 1庖告iIi

あたりの小売業売場面積に目を向けると， 1964年

から1976年まで 1)苫舗あたりの蔀積は増加しそ

の後， 1980年代を通じて横ばいであった.バブル

期に入った1980年代後半より再び増加傾向を示

し 2007年では約138ぱと， 1988年の約61niから

2倍以上に面積が増加した

次に，飯田市における大型庖の分布とその開業

年について述べる.第 51z1を見ると，飯田市にお

ける大型庖の多くが飯田バイパス沿いに進出して

いることがわかる 1975年より漸次的に開通した

飯田バイパスには大型広が次々に進出した 飯田

バイパスは1987年に中央自動車道飯田IC~上!投

開 1~.rJが開通したのを皮切りに 1991年に上殿向~

名古熊東開， 1992年に名古熊東~飯田市立病院

関， さらに1996年に飯田市立病院~国道151号接

続の上溝IC関と延伸され 2000年には上溝IC~ 

高屋間の供給が開始された.特に，飯田バイパス

が大規模に延伸した1990年代半ばから後半にかけ

一+一小売f;t;おIi数(右i141!)
(1m (n!) (1元)

160 小売業{F lH lil~持品販売古賀 U，êi!41!) 2.000 200.000、一骨一小売業，充り主訪問機 Uei141!)

1.500 

180.000 

160.000 

140.000 

120.000 

1 .000 100.000 

500 

80.000 

60.000 

40.000 

20.000 

0 

小売業i五!i鋭iあたりの

交j必ilufi'{(::(:I和I!)

196466 68 70 72 74 76 79 82 85 88 91 94 97 99200204 07 

140 

120 

(年)

第 31z1 飯田市における小売j苫舗数と小売業 第41z1 飯田市における小売業売場面積と小売

年!日]商品販売額の推移 業 1)苫告illあたりの売場面積の推移

(商業統計により作成) (商業統計により作成)
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売場面接 (n1) 
-----ーー「てご一一一 10，000

I ，---て一ーヤ- 5，000 

¥ /一て jブー- 1，000 

};lf?iiIiDFj設年。1989{叫が1

⑮ 199い間三

2000年以 I\~

第 51~ 飯田市における大規模小売応舗の開設年と売場面積 (20121'1三)

(飯田市「飯田It1心市街地活性化恭本計u11iJ (2008) より作成)

て多くの大型);5がバイパス沿いに進出し， 1995年

には，アップルタウン(現，イオン飯田アップル

ロードj苫)とアピ夕飯田応の1O，000rnを超える 2

つの大型j苫が出j苫した さらに1997年にはイオン

飯田庖も開業し 3)苫舗合計の小売業売場面積は

36，054rrIと飯田市全体の小売業売場面積の約20%

を占め，飯田市の商業環境に大きな変化をもたら

した

2)飯田市中心市街地における商業環境の変容

次に，飯田市i干l心市街地における商業環境の変

容について述べる.現在，飯田市中心市街地には，

商j苫街組織である商栄会が13存在する(第 612?:])

これらはすべて!日城下町の 11IJ人地に存在してお

り，代々商);5を営んでいる老舗庖舗が数多く所属

している かつては，さらに多くの商栄会組織が

存在したが，バフソレ崩壊以後の景気の悪化により

関);5が相次いだ結果 いくつかの商栄会が組織を

維持できなくなり自然、消滅した.

-7-

現在，f坂EElrli-l:j:J心市街地における部業のIII心は，

知久11IT1了目，銀座通りである.そこで，第 71;;(1

に知久IllT(1~4 丁目)と銀座通り( 1. ~ 5 T 1:]) 

の，それぞれの町における小売忠告m数と小売業年

間商品販売額の推移を示した

まず，知久i可における年間商品販売額のピーク

は1997年の約45億円であるが 2002年には約38億

円と大きく減少した. また， 2002年ではj百舗数に

おいても1997年の69)苫から57)苫に減少した. 1可様

の状況は銀座通りでも見られる 銀座通りにおけ

る年11司商品販売額は， 1985年をピークに減少傾向

にある.一時バブル期の1991年に持ち直したもの

の，その後は右肩下がりに減少している. 2002年

では約20億円と，最盛期の1988年の約44億円から

半分以下に落ち込んだ.小売j苫舗数も1979年の61

庖鈍から減少を続け， 2002年の調査では47)苫と，

50)苫の大台を割り込んだ 知久Ilf]¥ 銀座通りとも

に，小売j否認i数，年間商品販売額も低下し， 1995 

年の西友関j苫も相まって，飯田市中心市街地にお



a) 知久11fT

(億円)

--冨雛議離戸ーーー習編磁線ーーーー欝緩寝館司.

二雫歩二
二項性二

鉄道

国道

県道

主要道路

出 回 幽 品同りんご並木

日当栄会

盤鐙鐙幽再開発ピノ

飯111病i涜

ノ〆

O 20Om 

{荷栄会!tl] 

①矢11久IIlTl了目防栄会 ②矢口久IIIr2了目高栄会 ③矢口久 11fJ3了 I~I it~栄会
④矢口久IlfT4TI~I i羽栄会 ⑤銀grr.商栄会 ⑥中央通り 1丁目指栄会

⑦中央通り 2丁目商栄会 ③中央通り 3了 I~ 商栄会 ⑤ 1=1コ央通り 4了目商栄会

⑬伝H!~IIfTl 了目指栄会 ⑪伝}~~lIlf2T Iヨ商栄会 ⑫桜Illf1丁自商栄会

⑬桜IlfT2了目前i栄会

第 61玄i飯田市中心市街地における筒栄会の分布 (20l2i=1三)

(知久IIIJ]丁目商栄会提供資料により作成)

b) 銀j主
--.ーノj、先J，J;総数(:{ゴバ4l!)

一@ー小売);Iitlli数(右側1)

({~ドj) 小売業{j三 rnlir~品 H反う'己抱'i U正取11)
小rJi!.数年II¥JirHI~71販売額 (!J:ijq!l)

(!，I;) 

70 

60 

50 

40 

30 

20 

10 

O 
1979 82 85 88 91 94 97 2002 (11一)

第 71翠 飯EElrlll二1:1{、市街地における小売J;目前数と小売業年間商品販売額の推移

(商業統計により作成)
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ける i1;1i業環境は厳しいものであるといえよう

3)飯田市中心市街地における現在の土地利用

銀EE!r/11や心市街地における機能を明らかにする

ため，現地調査をもとに第 81Zlに飯田市中心市街

地の土地利用を示した.飯田市中心市街地におけ

る中心地底は，銀座. 3;/]久11月二本111]¥通り 11fT. 松

尾/l日¥仁!コ央通り，長蛇I!lT. 主税町，追手IHT. 常盤

IIITである. この地区には商業・サービス業機能が

多く分布している.特に，商業機能が立地してい

るのは銀座及び知久IIff1丁目である. この場所は

IEI三州街道の道筋であり，江戸時代から飯田の商

業の中心であった. また. 2001年以降のi二1=1心市街

地における再開発事業の結果，本111]¥ 銀座には三

つの再開発ピルが立地し，その仁!こIに多くの業務機

能・商業機能が入居している， 1999il三に再整備さ

れた並木通りや，再開発ピル照辺には，再開発に

伴って新規に，':HJ;sした応舗が多く立地している

その他のIllTはサービス業機能が多く分布

するものの，上記の三IHTと比較すると，商業機能

は少なく，代わりに住宅機能が多い rl1の玄関口

である飯田駅前においても 大型信であるピアゴ

飯田駅前厄が立地しているものの，商業機能の集

積はあまり見られない.また. IEI飯田域内である

追手111Tは，追手11汀小学校や長野県飯日3合同庁舎，

飯田市美術博物館が立地し教育・公共機関l=j:1心

の土地利用となっている.その東側の!日飯田城天

守跡には，長期;1神社と温泉施設が立地している

!こj:1心市街地の北il!lJ地毘である東和IH]¥ 鈴力IJIIlJ.

錦111]¥ 吾妻町，東新町，桜IllT. 伝馬IllT，江戸町，

馬場111]¥ イrjlノIIIT，江戸浜IllT，東栄IIITには住宅機能

が集iやしている このうち，伝馬l町江戸町は!日

城下町の寺IllTにあたり，現在でも 1[8'内に占める

i庄の面積が大きい 束手/:llIfJ¥鈴加/lIT，錦町，吾妻町，

東新町，桜IIITは，大通り沿いを中心に商業・サー

ビス業機能の立地が多く見られるが，裏通りは住

宅機能が多い また， 1日武家UfJーである馬場IIIJや1'11

ノIll]¥ 江戸浜11I]¥東栄IIITは特に住宅機能が密集し

ており，あまり商業・サービス業機能の立地は見

られない

-9-

大通の一部，箕瀬11fT.大久保Il/T.扇1l1]¥愛宕町

のー音15，ヰヨ常盤町の一部を含む中心市街地の高根IJ

地区は住宅機能を中心に多くの機能の立地が見ら

れる 大通には住宅機能の他に.飯田病院と味噌

工場が立地している.箕瀬111]ーでは，寺院がとiヶ所

立地するほか. IEl街道沿いに一部商業機能の立地

が見られるが，面積の大半は住宅機能である 南

常盤町ーの一部も同様に，大半が住宅機能である

大久保IflTには，飯田市役所や医!の合同JY舎が置か

れるなど公共機関の立地が [1 立つ主~}IHJ¥ 愛宕IllJ・

の一部には扇町公園や飯田市立動物園，愛京子11咋t

が立地しており，南側j地区の他のIllTに比べ，住宅

機能の立地が少ない上，林地が多いことがわかる

これまで見てきた飯出市 l~j:1 心市街地における土

地利用は，次のように特徴づけられる 中心地以

においては，賄業機能・サービス業機能の:\';~地が

他地i玄にJ:ヒべ{憂位で、ある. 銀座 3JI久111]¥ 本Ill]ーは

その中でも特に商業機能の集棋が顕著である.北

側地区は住宅機能が多く立地をしていることが特

徴である.特にIEl武家IllJーであったIIIJーを 11-1心に住ごと

機能が多く分布している frJ iHlJ地以は住宅機能を

中心に，市役所や匡!の出先機関などの公共機関.

動物i室iや公|歪!などのレクリエーション機fjEがかJ出

している

直 飯田市中心市街地における業種構成の変化

E章では， まず各商栄会の特徴について述べ，

次いで第 91翠をもとに. 1970年， 1990年. 20121=!三

の 31時点における知久IIIT1 了 I~I. 銀J.ill 1 丁目およ

び2丁目の活舗の業種構成の変化を検討する

軍一 1 各商栄会の特徴

1 )知久町 1了吾商栄会

女知知IJ久/l町II町町i日可T命 l 了 i自Eヨ!は奴i日回3王琵:1訂刊l打叶7司市i右11中f干ヤこコi心心、市f桂街主釘i地のF南;百ヨ東に位i

し'東は銀座通り • T!Bはりんご並木にJ妾している

知久U1]'では丁目ごとに住民による自治組織を設け

ている.知久IIlT1丁目の自治組織としては，自治

会窃栄会，青年会，婦人会がある

知久/lfj'1了目では. 2012年現在24のj苫舗が存在



知久町 1丁目 銀座 lT!3・ 2丁目

飲食};!~ 出迎靴応 Eヨ食料品J;5 [IJ空き};!~おIì
露盤 飲 食};g(夜11¥1のみ) 仁コ装飾品m 住宅 巳包括tI!l:場

i羽田 衣料 1J♂品如制削f守弘引引\'I，);!ωM川，};!五日;!~ (仰手抗和刺州i口川凶1リ市j丹級船i板船良ω) 三ヨ その{他血削ノイ小ト、売知}応;苫5 仁コ その{他也

[~ 衣州1卒料札5司払州h

第 91関忍 7女先知;1沼i日]久i問問町I!町町1]汀T今 1了 i自ヨおよびび、銀鹿 1丁自 . 2l了一 i自ヨの業種構)成戎の変イ化ヒ
(1970年， 1990年， 2012年)

注)複数階におよぶ建物の場合は l 階部分のみ示した.

(ゼンリン住宅地図およびliPJき取りにより作成)
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するが，そのうち20が知久IlD-1 丁目商栄会(以

下，商栄会)に加盟している 高栄会は1958年に

自治会から独立する 31~で発足した 高栄会内に

は. rNEXT AGEJという j苫舗の後継者あるいは

若い経営者による組織がある 2012年度のNEXT

AGE所属者は 8名であり，会員は40歳代が中心

である. NEXT AGEの構成員は，臨栄会の他に

ま1]久IlD'1 丁目の青年会にも参加することで、協力を

Izlっている

if.-fi栄会に加入するには 街栄会付加金という負

担金が毎月必要である 商栄会付加金は関口の広

さ，規模. 1渚数，売場面積，従業員数などを数値

化することで決定するため 1;5舗によって負担額

が異なるが，平均で月に約 1万円である このよ

うにして集められた資金は商栄会費としてアー

ケードの電気代や地域の祭りへの参加などに充て

られる

高栄会全体で行う事業としては l月2日の初売

り. 8月の人形劇フェステイパルと .11月31ヨの

丘のまちフェステイパルへの出自がある この他

に縁日，産直という飯田市郊外のj芸家による野菜

販売，集会場やギャラリーなととに使われるサロン

ちくいちの運営がある サロンちくいちは，飯田

市の事業による助成を受け.2008年に整備された

管理は，商栄会のサロンちくいち利用促進チーム

カ巧?っている

2)銀座通り商栄会

銀}主通りは明治期の商j苦街成立以降，最も栄え

た地区であることから，銀座通りの広告iIi経営者は

飯田の仁iコ心商広街としての認識が強い. また. 1苫

~m同士が密着しているため 中央通りなどと比較

すると雑居ビルやテナントのj苫舗が少ない.銀座

通りはかつて臨業の中心性が高かったことから応

舗経営者にとって魅力的な商j苫街であったが，オ:Ii

対，']守に地1iliiが高いため，現在では入居希望者が少

ない.知久Il!Tが了自ごとに商栄会を作っているの

に対し銀座は銀座通り l了iヨから 5TIヨの全体

で瀦栄会を設けている.銀j亙通り潟栄会は，現

在銀座 2丁目から 5T自の)苫舗が加入しており，

2012年4月に銀座 l丁呂が脱退した

銀産通り商栄会の全j苫舗数は381苫~îIìであり， j;E

舗経営者の年齢は. 60歳代以上が8名. 40歳代か

ら50歳代が15名. 30歳代以下が19名である 3) 若

年世代の経営者のj苫舗は銀座 3了自の再開発ビル

(写真 3) に集中しており 銀盤 1了自と 2丁目

は相対的に高齢化が進行している 主な事業内容

としては，アーケードや常夜灯の維持管理. 2月

末から 3月にかけて行う総会 8月に行う「りん

ごん祭り」への参加等がある

写真3 銀座 3了@の再開発ピル， トップヒルズ

第 2

銀注通りに回した 11;f:y在日分はテナント. 2附はオフィ

ス 3~lOl){:r はマンションとなっている. さらにj邑りの

裏側にも 3つの建物があり，それぞれ信用金庫のピ、ル，

観光協会のインフォメーションセンター. i'j'i民のイベン

ト広場として利用されている. (2012年 5月 橋本撮影)

ill-2 業種構成の変容

1 )知久町 1了呂

1970年は住宅を除いた25)吉中，その他小売j苫9

1;5，衣料品j苫(洋服) 8 J;5 食料品応 3J苫，靴j苫

21苫，飲食応(夜間のみ)，衣料品j苫(手IJ!ilu，装

飾品j苫が各 11;5であった.その他小売J;5は画材¥

手芸用品，食器などの寅lill品を扱う j苫舗であり，

装飾品j苫は時計を扱う専門品!苫で、ある.第 1表で

昭和初期の知久 11可 1 了自には洋服と和)j[~の衣料品

j苫が多かったことを示したが，その傾向が1970年

においても確認される

1990年の j苫舗数は231苫で，衣料品庖(洋HI~) 91苫，

っ、U1
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その他小売!苫 5J苫，食料品応 3J苫，飲食j苫(夜間

のみ)，靴J;Sが各 2J;S，衣料品j苫(手IJH良)，装飾品

J;5が各 1f苫，駐車場が2か所である.衣料品j苫(洋

服)は1970年以降 l応減少したが 2J;~~が新規に

参入したため，全体として 1J;S増えた.知久IllTは，

周辺住民に若い女性のファッションのまちとして

知られていたようである.関J;Sした衣料品百(洋

JJluの跡地には1975年に居酒屋チェーンj苫が出J;g

した

2012年の脂綿数は22J;1~で\衣料品j百(洋)JFD 6 

j苫，その他小売j苫4J苫，飲食宿(夜間のみ)，靴

J;S，食料品j苫が各 2J苫，衣料品応(和服)，装飾

品j苫，サービス業が各 1J;S，その他が3J苫駐車

場 1か所，空き j苫告iH1か所で有わi立されている. こ

れらの他に，八十二銀行，再開発の主体であるま

ちづくりカンパニーの事務所，サロンちくいちが

ある.また， 2003年にオープンした複合ピ、ル「ま

ちかん2002J(写真 4) にもサービス業 3J苫，そ

の他小売j苫，衣料III~~ J;1~ (洋lJIu，飲食j苫が各 1J;S， 

その他 3J苫の 8忠告iHが入居しており， J;g~iIî数はま1]

久II!T1了目全体で30J;Sである

女n久II!T1 了 I~I では 衣料品J;5(洋服)とその他

小売J;tfが全体に占める都合が高いが， 1ω97叩O年と比

j絞!絞安すると減少{傾頃如i向司にある 一ブ方J，衣衣a料料AiJ訂i;E日山江:?:

靴j庖i苫S，装飾品 J~~ ， 食料 III~IJ;Sの数は変化がなく，経

写真 4 知久IUT1 TI~I の複合ピル， まちかん2002

ガラス張りの洗純された 2階建ての建物の1:1:1に，テ

ナント j占fiilil)¥'8出入っている.写真右側のアーケード

をくぐるとま11久II!T1]' 1=1に而iL，左iHlJは本 11汀1丁目に

通じている (2012年5月 iJ立法 1îi~);;-;)

営が維持されている 「まちかん2002Jの西側の

通路は，本Il!T1了自の再開発ビル「トップヒルズ

本1I1TJおよび「トップヒルズ第二Jに通じており，

歩行者が多い

2) 銀座 1了呂

1970年の広告ili数は18J苫で，衣料品応(洋JJlD 7 

J;g ， その他小売j苫 3 応，装飾品 J;~~ ， 食料 111~IJ苫が各

2 J;S，飲食J;~~，飲食J;5(夜間のみ)，靴J;g，その

他が各 l応であった.その他小売j苫は，おもちゃ，

薬などの買1m日iで，装飾品広は伴にメガネを扱う

専門応である 第 2 表に示した昭和初期には呉JJI~

J;~~ ，綿糸や粋物なととの呉服関連小売J;g，タクシ-

21苫などが目立ったが， 1970年は知久II!T1 丁目と

同様に衣料品 1;1~ (洋服)を扱う j苫舗が中心であっ

た.

1990年の j苫 flilì数は 19J;1~で，衣料品庖(洋服) 6 

j苫，その他小売庖 41苫，飲食j苫 3J苫，草花J;~~，装飾

1!~11/;1~ が各 2 f苫，飲食J;g (夜間!のみ)，食料品 1;1~ が

各 11苫である 1970年と比べて 9応の業種変更が

見られるが，業種の構成には変化がない

2012年の忠告iIl数は17J;gで，飲食j苫(夜間のみ)

lOJ苫， 衣料1!1~IJ;g (洋服) 3 ， riftJ苫， 安装ミf自iI!信恥川lil!川JIυ川iJJl;昆i

食料料AiJ♂品!;z守弘iz品I~IJ応i苫5 ， その他が各 1J苫， 空き J;g~jjn 4か所で構

成されている 1990年に銀盛通りの東側のほとん

どを i主めていた衣料品自が減少し居酒屋・ナイ

トパブ-スナックといった夜間のみ営業の飲食J;~~

が増加した. また飲食応の空き広告ill化が目立つ

銀座 1丁目は， 1970年から 1990年までは衣料品

j苫(洋服)が多かったが， 2012{1三になると衣料品

庖(洋服)とその他小売J;1~が減少し飲食J;S (夜

間のみ)が増加した 飲食応(夜間のみ)の割合は，

銀座 1 了 I~l で営業している広制全体の約60% を占

める 一方， ~\ltJ苫，装飾品 J;~f，食料品応は，知久

II!T 1了@と同様に広告ili数に変化がなく，経営が維

持されている.空き J;5舗の閉 J;~~の 11寺Hn は定かでは

ないが， これらの空きJ;~~flï1lを利用した飲食応(夜

間のみ)が増える可能性もある. また，銀座 l丁

自にはサービス業がなく，駐車場が設置されてい

ないことも特鍛である

-14-



3)銀座2丁自

1970年の);51illl数は16);5で，その他小売j苫6);5. 

衣料品応(洋)JlO 4)苫，食料品j苫3)苫，衣料品j苫

(和HED.判tJ苫，サービス業が各 1)~5であった.そ

の他小売)~~~は，漆器);5. カメラ )~5 などの寅回品を

扱う応~íIìである 第2表でも，昭和初期頃の銀産

2 '1ー!ヨではi淘探，雑貨などの寅ITIJ，Wl を扱う)~~~f'iínが

多く，その傾向は1970年においても見られる

1990年の)~~~ ~iflì 数は 17応で，その他小売J;~f 5 )~~. 

衣料品自(洋服) 4 応，食料品);~~ 3 )苫，サービ

ス業 2);5. 衣料品自(和服).靴J;~~.その他が各

1 )苫である.業種を変更したj百舗は 2応のみで，

1970年との業種構成の変化は見られない

2012年の );5~m 数は 11応で，衣料品 );5 (洋mz). 

食料品j苫が各 3応，その他小売j苫2J;~~. 衣料，11~I ， m

(和JJFO.靴j苫，サービス業が各 1)~~~.空き );5~iIlが

6か所である その他小売j苫の減少と空き j苫舗の

増加iが自立つ

銀座 2TIヨは. 1970年. 1990年. 2012年で衣料

品応 (手IJ)JJR). 衣料料，iJi;z引，i

の減少がなく' 経営が維t♂持持ママ毛寺!j?jt:されている 知久l開I!町!T1 

了 I~白2ヨiし' 銀j座五主~ 1了自と比べると' 銀座 2丁目では衣

料品 J;~~ (洋服)の経営が維持されていることが特

徴である 銀}主 l丁目と何様に，空き応舗が増え

ているが駐車場は設置されていない.

ill-3 商業機能の変化の特徴

以上の結果をもとに，第101玄iに女1]久IHT1丁目，

銀座 l了 I~I および銀座 2 了目全体の1970年から

2012年まで、の業種構成比の変化を示した 1970年

から2012ilミにかけての知久II!T1 丁目，銀民~ 1 TIヨ，

銀佳 2丁目における潟業機能の変化は以下の通り

である 住宅，空き r5~iflì. 駐車場，複合ビル!持活

舗を徐く広告ilJ数は. 19701:1三に 59)~5. 1990年に59)苫，

2012年に50(5と1990ifから2012年にかけて急激に

減少した 業種構成からみると，減少が顕著なの

は衣料品広(洋服)とその他小売庖である 衣料

品応(洋)W)が全体に占める割合は. 1970年と

1990年の32.8%から. 201211三には24.0%に減少し

た その他小売業が全体に占める割合は. 1970年

は31.0%であったが. 1990に24.1%となり. 2012 

には12.0%と. 1970年の半数以下に減少した. ま

た， もともと少なかった飲食前は. 2012年には O

);~~となった

一方，増加傾向にあるのは，サーピス業と飲食

応(夜間のみ)である サービス業は全体的に少

ないが，年々増加していることが分かる.飲食)I~~

(夜1M]のみ) は. 197011三の 2民 (3.4%).1990年

の 3J;!:~ (5.1 %)から. 2012年には 12);i~f (24.0%) 

に増えた これらの飲食jiEは主に銀座 1'r I~l に集

仁1=1しており，銀座 2丁目にはまだ見られない.

宿命n数にあまり変化が見られないのは，衣料Jill

j苫(和)JIR).靴);~~.装rIli品 )IÎ~. 食料品mである

食料品j苫には，最寄品を扱うスーパーと， 日常的

には利用しないが定WJj'j守に利用する茶販売)Il{. ;{和:ミHi口] 

莱子j庖苫なとどとが含まれている F買rl田jJ]，!日i

iJ♂品:号見引i;品?古J!宿i苫~~ (戸洋(::)月jl長o は減少{傾tf頃Z立II向匂にあるが' より草川"H'-tの

i高い衣1司_， I~I ， )苫 (キ[I)JIR). 靴j応i古~f. 装装占自自飾I!布!i，1弘i

が維持されている 常にある一7定ζの常安があるた

めと考えられる

(11ミ)

1970 

1990 

2012 

O 10 20 30 40 50 60 70 
(J;g) 

飲食m LJ 料{jj 1'，~， J;5 凶住宅

欽帥食!れ;~苫~iパ(夜仰側i持m問;日悶:司1 の叫み) 臼 その叫{他也村E叫!五氾応;!古g函 z笠空臼E吋出E迭きj応;!古日凶!i日凶i市市淵湘存魚鉛制iI市Ii i 

出 衣刺糾州1卒料5可!叫 (仇平狗和制M州州i口川叫川峨州iリ山峨訓附j丹服服船i日淑船r~ωAυ) 臼 サ←一ヒ以ス業 固 出釘駐制仰j主ド凶凶:三弐不Iヰ車p:工

図 衣料榊州1半本料守;ヰh""'JJ;l;:(洋服) 口 食料品jiE

白靴m 悶その他

第lulZl 知久II!T1 丁目，銀座]了目および 2'T

自の業種構成比の変化 0970年. 1990 

4三. 201211三)

注)複合ビルのm~iIìは内訳に含まない

(ゼンリン住宅地図およびIIDき取りにより作成)
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この他，関j苫の時期は明確ではないが. 2012年

で11J苫の空き J~5舗があり宇l心市街地全体の商業

機能が減退していることを示している

U 飯田市中心市街地における庖舗の経営形態

本章では， まず2012年 5 月 ~6 月にかけて実施

した各商庖へのアンケート調査をもとに，商庖街

ごとの各J~弘前の経営形態について分析した特に

飯田市lや心市街地の特徴である客の年齢層と常連

客率に着目した.次いで，臨業環境の変化に対す

る各広告iIiの対応について述べる 事例とした広告m

は，知久IlIT1 了!ヨでは，業援が維持されている衣

料品庖(和月luと食料品庖から各 1J~. 減少傾向

にある衣料品広(洋muから 2J苫，銀j主]丁iヨで

は，業種が維持されている装飾品百と食料品活か

ら各 1)~5. 減少傾|向珂にある衣1辛料料三当斗!↓31JιiJA品品!;zlj1

1 J庖苫'銀座 2 了 I~l では，業種が維持されている衣

料品j苫(洋服)と食料/r~JI)苫から各 1 )苫，減少傾向

にあるその他小売応から l庖である

N-1 知久町通り 1丁呂

1 )現在の経営形態の特徴

第 3表に，安1]久IIIT1 了自の}苫*iIi構成と経営形態

を示した.アンケートは商栄会加盟・非加盟を問

わず配布し 30J~~~ 1宇2lJ苫から回答を得た(写真 5)

まずI~号業年についてみると. li&前に開業した広

告mが11)苫，戦後に開業した庖舗が8)苫で，そのう

ち4J苫は2000年以降の開業である.経営者が複数

代にわたって経営を続けているj苫舗が13J苫と半数

以上を占めることからも. ，司一広告iliが長年にわ

たって経営を維持しているケースが多いといえ

る 従業員数は 1~4 名のj苫舗が多いが. 8名以

上の)苫舗も 6J苫ある

営業H寺!習は商応ごとにばらつきがあるが. 101時

間)5で191時間j苫のj苫舗が多い. 1970年代には 811寺

から2011寺まで営業する広告iIiが多かった.こうした

営業時間の短縮化は，光熱費や従業員数の削減と

いったコスト jl!主減が主な原因である

定休日はかつて潟栄会で月曜日と定めていたこ

ともあり，月曜日ないし火H翠日を休業とする j苫舗

が多い 4) 経営者が60歳代以上の庖舗が12)苫と半

数以上を占めている

客層は婦人服や呉服を中心に女性が占める割合

が高い.年代は40歳代J-j，J二の中高年であることが

多く，常連客率も60%以上と高い このことは，

各広告iIiが顧客との長年の付き合いを維持している

ことを反i決しているといえる

土地・建物の所有形態は自己所有である庖舗が

大半であるが. 1990年代以降に 1m宿した)~l~*mにつ

いては借地-借家である傾向がみられる.経営者

の居住地は，建物が自己所有であっても飯田市の

他地区に居住している者が多い. 1997年からの中

心市街地再開発によって トップヒルズ本IlIT(写

真 3) などの再開発ピルが知久IUT1了目の北側に

建設された 忠告m経営者の中にはこれらマンショ

ンに居住するようになった者もいるが，多くはj苫

舗の 21~皆に併設されている住宅に居住したり，知

久110-1TI~l 以外の市街地ないし郊外に居住してい

る

後継者が1i{ii保で、きている j苫告iIìは 4)~ にとどま

り，いずれも現在の経営者が4代自以上で、1800年

代から続く老舗である

2) 商業環境の変化に対する各j吉舗の対応

(1 )知久町 1了呂の事例①:菓子製造販売庖

AJ;~~ は，ま1]久 IUT 1了lヨで唯一の菓子製造販売j苫

である.創業は明治期で 創業当時はせんぺいを

主に取扱っていた 1947年の飯田大火後，菓子の

製造・販売を始めた飯田市・下伊那地域の菓子

とパン組合の組合員でもある

60歳代の 3代目経営者のほか. 1名の家族従業

員. 5名の雇用従業員で菓子・パンの製造・販売

を行っている.ケーキや進物菓子，土産菓子を

扱っていることもあり，季節的な需要が多い.こ

のため，購買層が常連の客に限定されない. よっ

て常連客率は知久IUT1一丁目の他のJ;5に比べ50%と

低く，客の年齢層は30~70歳代と幅広いことがA

J;l~の特徴である A)苫の支j苫はないが，大型庖へ

の卸売りを行っている 飯田市の大型j苫2)苫に対
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写真 5 知久11庁]丁目の景観

約75mの東西の通り沿いに複合ビルを除く 22J苫のj苫

舗が林立している.写真手前がまIJ久11IT1 T I~I の i目立;ii で\

政木通りを経て知久11汀2丁目と接している.写真奥田は，

垂直に通る ~J~I座通りに院し銀座 5 丁目と接している

(2012年 5 月iJlf.透 iî~彩)

今後， インターネットによる時'JI品販売など販路

拡大のための新事業も考えているが，年齢的な問

題もあって実現には至っていない.

(2) 知久田J1丁目の事例②:婦人服・化粧品

販売癌

BJ苫は1859(安政 6)年に 現在の愛知県間 111奇

i=j=iにある呉服屋の先代が行商で飯田を訪れ，飯田

に支J~5 を開いた 創業は1896(明治29)年で，当

時は現在とは異なり，呉IJIR用の小!日J~却を扱ってい

た. そのf後麦， 化4殺粉粧2抵佐iE:iJi弘iA;

1950王4年i下三には煽婦婦:j，人服を扱うようになつた. 現在では

呉服の小l荷物は扱わなくなか化粧JJillと婦人!被の

みの取扱いとなっている 繁忙期は季節の変わり

自の 4月・ 10月 .11月である

1970年代，飯日::ITllの仁!こi心市街地が発展すると，

B J~5 も飯田駅から東西に延びる 1:1:1 央通りの 1 了目

に支 j苫を U=I 応した.知久 IIIJの本j古が40~80歳代の

女性を客層としているのに対し，支J~~~ は20歳代後

半~40歳代の女性を客層にしており. J苫~iIìによっ

てターゲットとする客層を分けている.常連答率

は70%と高い.売上げの最盛期は1990年頃であっ

た

40歳代で 5代目の経営者のほか，経営者の母，

13名の従業員で、化粧I完1・婦人!被の販売を行ってい

る.13名の従業員は全員飯田市内に居住している

現在の経営者は大学を卒業後 東京の服部nJ苫で4

年ほど勤務しその後飯田に戻り. 2010年から B

応を引き継いだ.若い経営者であることもあって

インターネットによる!坂路の開拓を目指し. 2011 

年からは自社のホームページでも商品の販売を

行っている

B J~~~ は知久 IIIJ 1了!ヨ商栄会に参加しているほ

か，経営者自身が知久IIIJ1了自の青年会会長も務

めており，臨栄会と青年会の連携-協力を図って

いる

(3) 知久町 1了自の事例③:呉服販売庖

CJ苫は，知久IllJ1 TI~1 では 1802 (享和 2)年に

創業し. 2012年で創業210周年を迎える呉服(5で

ある 創業I!寺から飯133において，嫁入り，成人式，

七五三，話11宮参りの調度品を揃えるのに重要な役

割を果たしてきた

1716 (享保元)年以前には現在の飯田市鼎に広

告mがあったが，その後，知久111]・2丁目に移転し

1802 (享和 2)年には知久IIlJ2丁目の応舗が手狭

だったこともあり，現在地に移11ました. 1911 (大

正日)年には愛宕UIJからの火災の延焼により応舗

が焼失し， さらに1947ij三の飯田大火により再び焼

失したこの飯田大火以前は現在の両隣の建物ま

で11JJ仁iがあった. 1975年11月には明治-大正期当

時のような外観を復元するため，広告iIiを改築した.

販売商品は一貫して呉服であるが，知久IIIJ2丁

目に J~~~舗があったときは古着販売を手がけていた

明治30年頃は長野県ーの納税額であったという

客層としては. 20歳代及び50歳代以上の女性が

中心である. 20歳代の女性は成人式，嫁入りで呉

服を必要とし. 50歳代以上の女性は七五三や御宮

参りで呉服を着る孫とともに来宿することが多

い. 20歳代で、CJ苫を利用した女性が50j設代以!こに

なり孫を連れて来応することも多く，その孫が20

歳代になった 11寺に再び来 J~~~することにより，長年

の付き合いになっている.こうした世代を超えた

oo 
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長年に渡る関係が CJ;Sの存続要因にもなってい

る 従って，常連客率は80%と高い取扱い品自

が特殊であるため，大型自の進出の影響は少ない.

C J;~~ に支応は?nr，し ì -/)¥， C J;~~の道を挟んだ向かい

に婦人HliJ吉があり CJ;~~ の親類が経営している

この婦人服応の客層は30~40歳代の女性で、あるた

め， CJ苫とは客層のすみわけがわ二われているとい

える

現在の50歳代の経営者は，初代から数えて10代

目にあたる 経営者のほか，家族従業員が 4~1 ，

パートが3名いる.現在の経営者は1978il三から将

来の後継ぎとして経営を手伝うようになった 先

代は忠告iIiに併設された住居に}苦住していたが，現

在はそこは住居ではなく倉庫として利用し 3J~在

の経営者は飯田市内から通勤している

(4) 知久町 1丁目の事例④:婦人服販売庖

D J;~~ は， 40歳代から60歳代の女性を対象とした

婦人JJliの販売誌である.現在， 3 代 I~I となる経営

者は親戚の仕事を手伝っているため， D J;~~ の経営

は60歳代の妻が行っている

DJ;Sの創業は1922(一大正ll)年で， 2 代 I~I の経

営者まで、は{~(，: III~II J;Sを経営していた 現在の経営者

は，東京都内や軽井沢で婦人rJliの販売員として働

いていたが，1975il三に DJ苫を継ぐために飯田に戻

か現在の婦人服販売J;5に業種を変更した その

後結婚を機に妻は夫と共に婦人服販売庖の経営を

行うようになった

DJ;~1 は， f.坂 m市の 1:1コ心rlH主J)也と大型 j苫を I~:J心と

して，務極 I~l守に婦人Hli専 iヨ IJ}苫の支j苫を出}苫するよ

うになった. まず， 1981年に経営者の弟が中央通

りに支J;~~ の l 号JiE をよI~Ji苫し， 1997年まで経営を続

けた 2号j苫も i可じ 1:1:1央通りで弟が1987年から

2007年まで経営を行った. また， DJ;~~の近くで親

戚が金物屋を営んでいたが，問自した.親戚が残

した空き J;日fIJを有効に活用するため， 19961'1三にJ;g

舗を借りて *1/1士服を扱った 3 号 J;~~ を開業した. 3 

号}苫は2002年 3月まで経営を行った さらに，イ

オンから出j苫のイ衣頼があり， 1997il三10月から1999

年 8月まで， 4 号応を Ilj:'IJ;~~ した 経営者の妻によ

れば，経営の全盛期は1980年代末から1990年代初

頭であったという.この時期は，文民の l号j苫と

2号j苫の経営i時期と一致する そのため， 1号j苫.

2号j苫の経営期間は他の支出と比べて長く，約20

年間に及ぶ.現在ではすべての支j古を閉め DJ;~f

の売上げも最盛期の半分に減ったという

DJ苫がターゲットとする客層は，飯田市内に住

む，経営者の妻と|言J'，金代の女性で、ある. これは経

営者の妻が発注を行うため，経営者の妾のセンス

を好む年齢層がこの世代に多いためである.客層

は，経営者の妻とともに高年齢化してきている

売上げを上げるため， ターゲット併を若年j訴に広

げることも検討したが，抜う i街?存窃?当jlJiiえ品t

の肩胞顧i五1客が流失する 7可可1リ可rイf能j泡Eι，性l'出、立生ヨ生:がiJfι4れし】ため' 実現には

至っていない. また，現在の顧客:を維持するため

に，それぞれの記下客の好みを;包括:し，入荷する尚

品も限定的にするなどの工夫も行っている

lV-2 銀座 1了呂

1 )現在の経営形態の特徴

第 4表に，銀座 1-J ‘ iヨの各 J;~~~iIìの経伐'JI~fl~ を示

した.アンケートは17JI~1I ，I:114Jlr1から有効 Ilij 芥が得

られた(写真6)

まず， I~FJ業年代についてみると，戦前に u:刊さし

た j苫~~iHは 3J苫で， 食4宇料料む司斗!↓ε1JιiJ品lz見i

20∞O∞Oii年三tj以;グユ)，、i降1峰年にi関;謂百業したj庖i苫5民告割舗il陥i日iは6庖あり' そのほと

んどが飲食庖(夜110¥]のみ)である. また，経営者

が 2~4 代 I~I の応~ïlìが 4J苫で， 7 J;~~ は初代の経営

者である.経営者は， 50歳代から70歳代が多い

従業員数は， 1 ~4~，の J;s f!Hlîが多く， 5~8 名雇

用しているJ;SI'liliもある

営業時間は，飲食J;S(夜11号のみ)が171l寺から O

Il寺頃であるのに対し，それ以外の応舗ではおよそ

10時から181l寺までの営業である.夜間のみの飲食

J;~~では昼間はシャッターを閉めているため，昼間

の銀座 l丁目は J;~~ を開けている J;S舗がまばらに点

在している.定休日はJ;S~Hn ごとにバラつきがあり，

統一性はない

客層は，近年開業した飲食J~~ (夜間のみ)もそ

の他の脂綿と同様に常連客の比率が50~100% と

Q
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写真6 銀座 l丁目の景観

約60mの南北の通り沿いに17J苫の!苫NiIiが林立してい

る.写真は銀座 l了自の中心，銀座通りと 1:1:1央通りの

交差点である 写真奥は，銀座 2 丁 I~I から 5 了 iヨに通

じる (2012年 5月 }司 ~i'l;泊三)

2)商業環境の変化に対する各癌舗の対応

(1 )銀座 1了自の事例①:メガネ販売j吉

E応は，メガネ販売J;fiであり， 60歳代の男性が

経営を行っている.現在の経営者は 2代自にあた

る 創業時は宝石と時計を取扱っていた 現在の

経営者は高校卒業後 1966年から母と共に EJ苫の

経営を手伝うようになった.また，経営の継承を

契機に，取扱い品 I~l をメガネに限定するように

なった 1980年代からは，東京都に本部を置くボ

ランタリーチェーンに属し，共同仕入を行うよう

になった. また，現在の}苫舗は駐車j揚がないため，

モータリゼーションに対応するために郊外への出

席を検討したこともあったが，それまでの顧客と

の近接性を優先するため実現には至っていない

2001年には， EI苫にi蜂接する空き広告iHを購入し，

j苫 ~ïlì部積を拡大した 現在は，メガネのフレーム

は福井県鯖江市の 1~1屋から， レンズは東京の 1~:IJ犀

から購入している EI苫には繁忙期や閑散期は

ないが，メガネが急に必要となる客に対応するた

め，商品の展示会が多い水i躍を除いて営業してい

る. EI苫には，飯田市内を中心とする幅広い年齢

層の顧客が訪れる EI苫でメガネを購入した顧客

がメガネを買い替える際に再びEI苫を訪れたり，

一度E屈を訪れた顧客の家族がメガネを新調する

!療に再びEI苫を訪れるなど， EJ苫の来客に占める

長年の常連客の割合が高い.

(2) 銀座 1了自の事例②:乾物販売底

1900 (明治33)年創業の FJ;~~ は，銀座 1 丁目の

中では最も古く，経営者も現在92歳と銀座通り路

j苫街の経営者の中で、最高齢で、ある 現在の経営者

は， 1947年に第二次世界大戦から復員しその後

現在までFJ苫を経営している F1~5 は， 1947年の

飯田大火により， I司じ銀座 1-J'I~1 の J~~fiïlìから移転

した このIl寺，道路の拡111高工事により J;目前面積

が約半分になった.このJ;目前面積の縮小を契機に.

取扱い品目を製莱・雑貨から乾物に変更した. J部

Iftlの商j苫でIj[l:q却を扱う!苫カすなかった上，一年1:1寸文

扱うことのできる商品であることが3~~1:1]で、ある

1952il三に大通 l丁目に飯町病院がill設され， FJ苫

の経営者はそこで乾物の販売も行った

FJ;fiの最盛期は1980年代頃であり，東京や神奈

川，千葉などからIlliしE合わせがあるほどで，地元

の人よりもむしろ地元から出て行った人からの注

文が多かったという 販売額が落ち込み始めたの

は2000年代以降である FJ;l~が所属していた水産

組合に1984年には280J;gがF9i');g:~していたが， 2010 

年には 7応にまで減少し同組合は角;(:11交した

(3) 銀座 1丁呂の事例③:紳士服・婦人服販

売j吉

GJ苫は1933年に染物屋として創業したが，終戦

時に先代の体調不良を契機に，肉体労働の少ない

呉服・既製般の卸売販売j苫に業種変更し 1953年

に正式に会社設立をした.当時は大通 1了自の飯

田病院近くで販売し 1961年から婦人Hlzも取扱う

ようになった 小売業への転換を契機に銀座 l了

自に移転し現在に至る.現在の 3代目経営者は，

もとより婦人服を扱う一般企業に勤めていたが，

入社3年で自主退職して GJ苫を継いだ 先代に後

部主ぎを強~v\ られることはなかったものの，ノすブル

絶頂期であった当時，経営面への懸念はほとんど

なかったという 現在の来活客については，男女

比 3対7であるが紳士服と婦人服の売上げは 5

可

B
B
A

円
/
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対 5である.紳士服は高級品を扱い，婦人H良は安

部liなもの(トップス l枚5.000円以下等)を扱っ

ている衣料品の仕入れを担当する経営者の母は，

常連客の好みに応じて仕入れを行う.このため，

客の年齢層も徐々に高齢化している

G J~~ の経営者は銀座通り商栄会に加入し，イベ

ント活動を行っている イベントが産接庖舗の売

上げに繋がるわけではないが，銀座通りを知って

もらうためのきっかけととらえている

JV-3 銀座2丁目

1) J吉鎮の経営形態

第 4表に，銀座 2丁目の各忠告iliの経営形態を示

した.アンケートは1Hs全広から有効IED答が得ら

れた(写真7)

まず. Ijl~ 業年についてみると. 1800年代から

1900年初頭にかけて開業した活舗が 5h5. 1950年

代に開業した庖舗が2J苫. 1970年代から2000年代

にかけて開業したJ~s~iIìが 4J吉である

経営者についてみると .3代目の経営者が多く，

3 代 I~I 以上の J~s Í'im は 7 J~ と全体の半数以上を iさめ

る 経営者の年齢は70歳代以上が4人 50歳代以

上70歳代未満が4人 30歳代以上50歳代未満が3

人であり，経営者の高齢化が進んで、いる.従業員

写真 7 銀座 2丁目の景観

約40m の南北の通り沿いに llJlf の J;~~Ni!ìが立ち並ぶ

写ょ\:;ií_~ 奥に比える，C~NI] の建物は.銀座 3T I~I の rq:lm発

ピル， トップヒルズ第 2である ilU持の建物が政ぶ銀

FE2TIこ!の J ，\~NiIìと.1'1ー開発ピ jレのお j再建築物とのコン

トラストが 1=1)ì~つ (2012 :1 1ミ 5 月 mJ11i~jだ)

は食料品庖 11;5で21名と多いが，大半は 1~2 名

による家族経営が中心である

営業時!?司は，全体的に 8時30分から1013寺30分の

間に関屈し 18時からゆ時の間に間活する 定休

日は，半数が不定休であるが，その他は日曜か月

i濯を休業日としている

銀座 2TIヨには，衣料品応，生活雑貨j苫，食料

1~~1苫が多いことから， 40歳代以上の女性をター

ゲットとしている j苫舗が多い.購買頻度の少ない

業設の 2)吉舗を除けば，常連客が売上げに占め

る割合はすべて50%以上である 常連客の売上

げ比率が80%から90%に達している j古舗も多く，

100%と答えている活舗もある

土地・建物の所有形態は，銀座通りの西側に位

置する広告iIiは. 1980年tJ、降テナントとして入居し

ている衣料品庖の 21苫を除けば，すべて土地と応

舗を自己所有している.一方，東側の庖告iIiはすべ

て{昔地であり，建物は 4 応が I~I 己所有. 2 J苫が貸

しj苫舗である

経営者の仁|ごiで，広告iIi兼住宅にj苦住しているのは

5人であり，残りの 6人は飯田市内に住んでいる

しかし，飯田市内に住んでいる経営者の仁iこ1には，

2010年頃までj苫舗兼住宅で暮らしていたが，高齢

になって飯田市内の息子夫婦と一緒に暮らすよう

になった場合もあり，以前はj苫I'iili兼住宅に住んで

いた経営者が多かったと思われる

後継者が存在する応告iIiは 2J苫であり，残りの宿

命Iiは後継者がいないか未定である

銀座 2T目では. 1970年代以 1\年 l~l~J業とともに j苫

を改築したj苫舗を除けば，大火による!苫舗修理以

外に • J;~~ を増改築した忠告iIìは 3 応部!のみであり，

設備への投資を根力避け¥ リスクを負わないよう

な経営を行っている.こうした対応のみならず，

取引先に国定的に街i完!を約めたか本業だけでは

なく付随的な11文入源を1i1ii保するなどの工夫をして

いることが特徴として挙げられる

2)商業環境の変化に対する各底舗の対ti5

(1 )銀座2丁目の事例①生活雑貨庖

HJ苫は漆器や掛け í!illJなどの販売 J;~~である.初代

っ，Lつ中



の経営者は，それまで勤めていた金物屋の年季が

明けたことを契機に，奉公先の主人からの出資も

あって， 1905 (明治38)年にまIJ久IIIJの北側に位置

する通り 11可l丁目で米屋を開業した.昭和初期頃

代替わりを契機に，初代の経営者の長子が婚礼用

の家具などを扱う家具の販売j苫を開業した 1926 

(11百和 2)年頃には， 3JL在の土地を購入し，移転

した. しかし， 19471:1三の飯田大火後，防火地荷を

造成する都市計画により，均等割りでJ;'Sのn司口が

狭くなった これによって大型の家具の取扱いを

やめ，漆器や掛け~!11iなととの販売に転換した.現在

は， 2代目の経営者の娘である70歳代の女性が経

を行っている.経営者は，以前はJ;g舗の 2階を

住居としていたが， 3JL在は飯田市内の恵子夫婦と

共に居住している

2代 13が経営していた頃は， HJ苫を訪れる複数

の I~~'J屋から漆器などを購入していた. しかし，次

第にHJ;gを訪れる1'1引室が減少したため，現在では

経営者が名古屋や東京で、開催される展示会にj吐

き，問屋と契約して購入している.主な客層は50

歳代以上であり，常連客がj苫舗の売上げの50%を

占める.飯田-下伊那地域から来屈する客が多い

が，稀に飯田市外や長野県外から来j苫する客もい

る.飯田の高業が盛んであった1960年代から70年

代には飯田に出稼ぎにきた外国人が帰国する際，

土産として日本の漆器セットをよく購入するため

に来出したという. 2009年頃から， )愛事のn首り物

より弔事の贈り物が，贈答品よりは日常用品が売

上げの主体となった. 日常用品に関しても近年の

若者の食習慣の変化や洋式食器を好む傾向により

需要は減りつつあり，日 J2:~の売上げも減少してい

る

(2) 銀座2了呂の事例①:衣料品庖

1 J苫は80歳代の女性経営者と家族従業員 2名，

雇用従業員 l名を合わせて 4名で経営している呉

服小売応で、ある 現在の経営者は 4代目の妻であ

り，夫が死去した1989年から経営を引き継いだ.

1 )苫は1860(万延元)年に初代が本IIIJで創業した

その後1926(大正15)年には 2代目が死去しそ

の妻が箕瀬IllJに移宿した. 1931 (昭和 6)年には，

3代目が奉公先から戻か現在の銀座 2丁目に移

転させた. I~得業部j は.雑貨j室として利用されてい

たという. 1947年の飯田大火後，バラック建ての

j苫舗を鉄筋コンクリート造りに改築した. ;!].在の

経営者は， ji印刷在住宅に居住している

1 )苫は4m長代から60歳代の女性や.婚礼11寺の女

性を主なターゲットとしている.客は主にfiIilll市

内と下伊那郡に居住している 1 J2:~ は 1955年頃か

ら呉服とともに学生服も取扱うようになり，飯田

市内の女子高や幼稚魁などの指定販売応となって

いる 現在の経営者の夫が高校の校長と知り合い

であったため，学生JJI;Zを取扱うことになった.現

在の経営者の夫が経営者であった頃は，夫の趣味

として陶器も]収扱っていたが，死去と伺11寺にJI財投

いをやめた 現在 1);!~の売上げの割合は，呉Jmが

6割，学生HI;Zが4制を占めている

1974年から1995年にかけてはIII央通りに立地し

ていた大~;!!);'Sの同友に支出を持っていたため，本

j苫と支j苫を合わせて10名の従業員がいたが'，iEi友

のIWj)苫後は本j苫のみの営業となった 1 )11:{の常業

時間は2009年までは 911寺30分から1811寺までであっ

たが，現在は 911寺30分から1811寺30まで延長した

その理由は近年夕方の来客がI13えたことで、完上げ

の増加を見込めるためである

1 )苫は学生HI;Zや陶器のような付i知的な商i見の取

扱いや，支j苫の保有，営業時間の延長など，売上

げ増加のために様々な工夫によって現在まで存続

してきた.

(3)銀座2丁目の事例③:食料品庖

J J;'Sは1898(明治31)年に創業した?iillJ苫である

現在の経営者は 4代目に当たる 経営者は1970年

後半頃から経営を引き継いだ50歳代の男性であ

り，家族と 2名で経営している. )苫告iliは住宅を兼

ねている. J)苫は主に料理応などに商11品を納めて

いるため，売上げとしては卸売りが7割，小売り

が3訴を占めている 売上げのうち，常連客の割

合は90%であり，客は主に飯田-下伊那に居住し

ている 客の年齢層は 60歳代から80歳代の高齢
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者である

2001年から2003年にかけて行われた酒類販売の

自由化により，大型庖でも j酉が扱われるように

なったため. J J苫の顧客が減少した.現在J庖の

売上げは1980年代のピークの時と比べて 4分の l

に減少したという

このような状況の中. J J;5が現在まで経営を継

続できた要因としては，設備への投資なととのリス

クを取らなかったことが挙げられる また，他業

種とは違って客の好みに応じて仕入れを柔軟に対

応できること，長年溜屈を経営しているため商品

に関する専門的な知識を持っていることなども存

続要因として挙げられる

V おわりに

本稿では，長野県飯田市における爵j業機能の変

容を踏まえ. )~日îH経営者の対応を I:y~ らかにし千二l

心商}苫街の維持について1食討した

飯田の中心市街地は，近世期に飯田城の城TllfJ

として成立した.周辺都子l:ï と距離的にも地JI~ljヲに

も隔絶性があったため，飯田市中心市街地は飯田・

下伊那地域の中心として維持されてきた 1974年

に飯田駅前にユニー 中央通り l了間に西友がで

きたことによって，知久11IJや銀座通りから中央通

りに進出する応告iIiも出てきた. また， この頃から

職住分離が進み，広告m経営者が中心市街地を除く

飯田市内に居住するようになった しかし 1995

年に西友が撤退したことによって中央通りは中心

性を失い，周辺の蕗);5街も含めて個人商);5が淘汰

されていった. さらに. 1司時;拐には，飯i王lTti郊外

の飯田バイパス沿いに大型);5が連続的に開設さ

れ，飯田市中心市街地の衰退に拍車をかけた こ

うした飯田市i中心市街地全体の流れのなかで，知

久IIIJ1 了目銀座 1 了 1~1. 銀座 2 丁目のそれぞれ

の商応街の対応には，類似点と相違点がみられる

類似点の 1点目としては，周辺地域の人口減少

と高齢化，郊外への大型信の出);~~などによるター

ゲット J¥習の明確化が挙げられる 商品数を絞り

業I!寺110¥'Jの短縮がなされた 必然、的に常連客が多く

なったため，顧客が好む商品を仕入れるように

なった

2点自としては，一定数の顧客を確保している

点である.その要因は 飯田市中心市街地の立地

にある 地形的に周辺都市と隔絶性が高いため，

飯田・下伊那地域の住民は飯田市内で買い物行動

を行う.銀座 1了白 2丁目および知久/flT1丁目

の庖舗の現在の客層の年齢は40歳代以上で、ある

が，これは飯田市・下伊那地域に大型庖が進出し

た 1970年代以前に来);~~していた客を現在まで確保

し続けていることを反映している. こうした大型

庖進出以前の顧客を確保し顧客個人に対応した

きめ細かなサービスを提供することが• 3JL在の安

定した客足につながっている.このことは，知久

IIIJ 1了毘で顧客3.000名の!!?年入J111や購入日を記録

したデータを有していたり ffJi¥子数代に渡って長

年の付き合いを続けているj苫舗があったりするこ

とにも表れている

すなわち，知久11IJ1了 区 銀 座 1TI~I. 銀座 2

丁目の商 )~1~街は，経営者の年齢に近い常連客に

よって維持されていると言い換えることができ

る

相違点としては，まず土地の所有形態の差異が

挙げられる まIJ久IllJ1了創立16佐紀にIIIJ人1I可とし

て整備されたIIlJであるため. 1947年の大火を経て

も比較的開業年が古く，土地も自己所有のj苫舗が

多い.そのため，知久IIIJ1丁目では21)苫舗iキ113庖

舗が複数代に渡って経営を行っており，のれんを

守るという意識が高い.一方 銀座通りは明治中

頃に形成された商庖街であり 元は堀端であった

ため，銀座通りの西側は近世WjのIl!T人111]¥ 東側は

城内に当たる.このため，銀座通りの東iHlJの土地

を自己所有する広告lIiは少ない. また賃料が周辺よ

りも高く設定されているため，新規に)苫を開こう

とする者が銀座通りを選択しにくい状況となって

いる

2点iヨに，商栄会の規模が挙げられる 銀産通

りは 1~5 丁目で一つの高栄会を組織しているの

に対して知久 Il!J は 1~4 の各〕‘ごとに高栄会を組

織している.そのため 知久IIrT1了自の商栄会は

24-



広告iIi経営者向士の意思の線通がしやすく，比較的

まとまりがある 現在，サロンちくいちという集

会場ーになっている建物は，かつて営業していた庖

が!現応する i祭に空き応~Hn となるのを防ぐために，

飯Il!iliの助成を受けて集会場として活用すること

となったものである. りんご並木に留したテナン

トピルが現在空き }~~~fíflì となっているが，有効活用

できないか飯田市と検討をしている 商栄会とし

てのまとまりは商栄会の存続につながっており，

こうした空き応舗が出ないような取り組みにも表

れている

知久IHT1丁目銀座 1丁目銀座 2了自の共通

の課題は，中心市街地の衰退からどのように生き

子支るかである. 至宝田的にみられる中心市{持地の空

洞化に加えて，飯11!市中心市街地では災害も変化

のインパクトとなってきた 1947年の大火による

変化は繰り返し述べてきたが，この他にも 1961年

6月から 7月にかけての大雨による災害(通称，

三六災害)をきっかけに周辺の主税 IllJ・や長女I~iIl汀の

商応街では建設会社が増え，次第に溶;i}引をiが衰退

していった 周辺部の衰退もまた飯田市中心市街

地全体の衰退をもたらしている こうした中心前

節地の衰退の仁iコでまず解決しなければならない諜

題として以下のようなものがある

銀座通りでは，銀座通り全体でいかに団結して

いくかが挙げられる 現在表面化している課題と

しては，高齢の経営者が多い 1・2丁目と，若年

の経営者が多い 3・4丁目，比較的開業が古いh5

fiiliと新規の飲食j苫(夜間を含む)の経営者のコミュ

ニケーションをととのようにl;glっていくか，あるい

は再開発事業により 3~5T 自の景観は大きく変

化し銀座通りとしての景観の統一性がなくなっ

ている点などがある

さらに銀座通り商栄会と市やまちづくりカン

パニーとの連携も課題となっている.具体的には，

イベントや駐車場に対する意識の相違である 市

やまちづくりカンパニーは，中心市街地に人を集

めるためにイベントを行ったり駐車場を撃備して

いるが，商栄会としては，イベントに訪れる客は

臨}~5街の常連客になるわけではなく，直接的な売

上げには繋がらないと捉えている また，銀座通

りの道路東側には.すでにグリーンベルトとよば

れる. 1 I時間以内であれば無料の路市を緑色に

塗った帯状の駐車民間があるが，商m街利用者以

外の者や，イベント参加者が駐車してしまうため，

商}~5街に買い物目的で訪れた客が駐車できないこ

とがある

駐車場の整備が来客数の増加に結びついていな

いのは知久IIIT1了目でも向株である. 自動車で、の

来客者への対応として，広告iliMの道路に沿った駐

車帯の整備が行われた 知久IIIT1 丁目では駐車違

反が多かったこともあか長野市で、整備されてい

た路!こパーキングチケット制度を1988i-1三に導入し

た しかし客足がのびないことやチケット発券

機の老朽化から2008年 3月末に廃止されたそれ

に替わって2008年4月にグリーンベルトが整備さ

れた(写真 8) しかし，近隣の飯田市役所りん

ご庁舎の利用者が.I.~t:]I~:することがあり，商};tfの利

用に必ずしも結びついていない.

また. 2000年頃に飯13":印:再工会議所小売商業部が

解散してからMi栄会!吉jτi三の連携も希薄になってい

る. }苫舗の経営部のみならず 高栄会内，商栄会

同二jごひいては酪j栄会を通した飯日:1市との立忠のi保

通は，上述の課題を解決し. 1+1心市街地を活性化

写真8 知久II!T1 了毘のグリーンベルト

荷応街のj苫告ill利用者のために設置された 1Il寺IMl?!!伴i
の駐車帝「グリーンベルト J 道路が緑色に塗られ， 1) 

ンゴが捕かれている.写真左側のパーキングの標識に

は. í lO~19のうち60分以内j と記されている

(2012:¥1三5丹 波法撮影)
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するための重要な基軸となるであろう

2027年には東京と名古屋を結ぶ中央新幹線(リ

ニア中央新幹線)の!択が飯日3市付近に設置される

ことが予定されており，飯田市IlJ心市街地の崩業

機能を変容させるインパクトとなることが予想さ

れる

本稿を作成するにあたり，知久11fT1了日商栄会の会長様，銀座通り儲栄会の会長様，角lIIi変質様をはじめ，

知久Il可1T13. 銀座1了iヨおよび銀座2丁目の皆さまには多今大なご協力をいただきました また，現地調査

においては愛知大学の駒木fql比古先生にご指導を!!易か本稿の作成にあたっては兼子純先生をはじめとす

る筑波大学生命環境系の諸先生方からご指導いただきました.記して深く感謝申し上げます

[5主]

1 )都市計画・中心市街地活性化法flilJliJf究会編 (2006)

2) 銀!歪は 1952年から正式1=1 :f~F として用いられるようになった

3) 2012年の銀座通り商栄会会員名簿による

4)不定休というのは，特定IIfJI日に休業するということを定めておらず，休業日の設定が経営者のその都

)支の*IJI析によるためである
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